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となり,妖精の女王タイタニアに愛される。比喩を介して,ボトムはろば人間となり,その人間に
許された異界にはいることになる。
ボトムは異界にはいって,妖精達を直接見ることができ,直接話すことができることとなる。彼
は異界の住人となっているのである。
ボトムは妖精と同次元の存在となったが,これは比喩だけでは説明できない。オベロンとタイタ
エアも妖精であり,超自然の存在である。超自然力を持つたものが,同じ超自然力を持ったものに,
人間がなされるのと同じ惚れ薬で,ボトムに恋をさせるのは,パックがライサンダーにしたことと
は異質である。後者は人間の心理現象ともそごをきたすことはないが,前者はそうではない。異次
元の住人が人間に恋をするという異次元の世界の出来事である。
現実的な言葉を使つて表現すれば,ボトムは愚かな人間にのみ許されたろば人間となって,現実
世界では不可能なことが可能となる夢の世界にはいったことになる。その夢を表現する言葉は,夢
からさめてもとの人間世界に帰ってきたボトムが,愚かな男にぶさわしい支離滅裂な言葉でしか表
現できないものである。
おれはまったく妙なものを見た。おれの見た夢はどんな夢か人間の知恵
ではとてもいえないものだ。これを説明しょうとするやつはバカだ,い
やログヾだ。たしかおれは一おれが経験したようなことをいえるやつがい
るものか。たしかおれは一たしかおれの頭に一しかしまてよ,おれの頭
にのっていたものがなんだったかいおうとするやつは阿果だ。人間の目
が聞いたこともない,人間の耳が見たこともない,人間の舌が考えたこ
ともない,人間の心がしゃべったことのないもの一おれの夢つてそんな
ものだったなあ。(4幕1場)
このようにして,この劇では恋人たちの突然の心変わりと妖精の女王とのボトムの不思議な体験
がいきいきと描かれている。
そして最終幕では, これら二種の出来事に最後の解決が与えられている。
ヒポリタが「あの若い恋人たちの話しはほんとうに不思議ですね」と尋ね,それにたいしてシー
シュースは次のように答えるからである。
本当とは思えぬほど不思議な話だ。こんな奇想天外な話,こんな他愛も
ない話は,信じられないほどだ。恋人たちと狂人は熱っぽい頭をもち,
ものを作り出す想像力をもっている。そのために,冷静な理性では考え
つかないようなことを思いつくのだ。狂人と恋人と詩人は想像力でこり
かたまっている。巨大な地獄からはみでるほど多 くの悪霊を見る,それ
が狂人だ。それに劣らず狂気にかられる恋人は,ジプシー女の顔に絶世
の美女ヘレンを見る。詩人の目は霊妙なる狂気でまわりまわり,天から
地へ,地から天へと視線を移す。そして,想像の力は未知の事物の形を
作り出すにつれ,詩人のペンはそれらのものに形をあたえ,ありもせぬ
空気に等しいものに,その場所と名前を与える。強烈の想像力はこのよ
うな魔力をもっているので,何か喜びを思いつくだけで,想像の力はた
ちまちその喜びをもたらすものを知る。あるいは,夜中になにか恐ろし
いのを想像するだけで,簡単に草むらが熊にも見えてくるのだ。(5幕1
場)
岡村俊明 :見えない世界の住人たち一『夏の夜の夢』論
恋人は狂人に等しいことになる。冷静な理性では考えつかないことをするからである。そしてこ
の恋人の心の動きは,詩人の想像力と結びつけられている。
霊感をえた詩人の想像力は,未知のものにも形を与え,どんな不可思議なものも作り出してしま
うことになる。この劇の恋人たちやボトムの異界での体験を作りだしたものも詩人の想像力である。
詩人の想像力が作りだした妖精は,別な役割をになっていることが劇の最後で分かってくる。
パックは,
私たち影のごときものが,皆様のご満足にかないませんときは,これら
の幻が現れておりましたあいだ,皆様が,ただしばらくまどろまれた,
と思っていただければありがたいことです。このつまらない,たわいの
ない話は,ただ一時の夢のようなものでございますので,皆様のおとが
めだてがなければと存じます。もしお許しいただけましたら,私たちこ
んごは改めるつもりでございます。(5幕1場)
これはきわめて重要な意味をもつ最後の台詞ということになる。
第一は,ボトムは夢をみてきたが,一人ボトムぼかりでなく,この芝居を見ている観客すべてが
夢を見てきた,という構図を提供してきたことになる。
第二は,アセンズの職人たちの劇中劇の演技ばかりでなく,役者すべての演技のつたなさにたい
して,パックがかゎって観客に詫びており,観客が批評家としてこれを許すという構図を提供して
いるのである。
第二は,妖精は影のように実体がなく,見えない存在といいながらも,現実の人間の影(ShadOWl
と言う意味で,役者であることを示しているのである。役者とは現実の人間やこの世の出来事を舞
台にのせる虚構の存在であるが,これこそ現実である。また妖精も虚構の存在でありながら,現実
の存在である。
最後の台詞で,異界の住人達の出来事は,演劇的に見事に解決されている。そしてこの言葉は,
シェイクスピアがいう,
どんな芝居も要するに人生を映す影にすぎない。(5幕1場)
と呼応している。
(1993年4月20日受理)
